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表4－1：小孔の大きさと位置（右側）
0．15 0．25 0．35 0．45 0．55 n．65 0．75　　　大きさ
ﾊ置 n　　毘 n　叱 n　　％ n　％ n　　γ n　　γ n（プ　）
「↓
詫 φ．1
上1／3 3 50，00） 2 33．33 1 1C．67 6 0．22 ∩．09
Il r　l／3 ］5 5｜．72 8 27．59 3 10．34 2　6．90 1　3．45 29 ∩．23 ∩．11
⊇1／3 27 45．76 2237．29 5 8．4ア 2　3．39 1 L69 1 1．69 1．69 59 ∩．24 ∩」2
計 45 47．87 3234．04 9 9．57 4　4．26 2 2．13 1 LO6
｜
1．06 Ql1 0．24 ∩コ2
上1／3 3 30．00 4 40．00 2 20．00 1 ｜o．∩o ｜∩ 0．23 ∩コ5
l　t／3 3 75．り0 1 25．00 4 r）．28 9．∩5
’1／3 746．67 2 13．33 5 33．33 ］　ε．ε7　　｜5 0．27 0コ6
二 1034．48 9 31．03 8 27．59 ｜　3．45 1　3．45 29 0．27 o．14
．1／3 5 35．71 6 42．86
］
7」4 2］4．29 14 ∩．26 oj4
11 1　3
3 30．00 3 30．00 3 30．00 110．0∩ 1∩ 0．29 0コ5
t／3 6 100． 6 e．25 り
計 8 26．67 15 50．00 4 13．33 2　6．6ア 1　3．33 30 0．27 0．12
1二1／3 2 22．22
｜








計 215．38 5 38．46 215．38 4 30．77 1 13 ∩．31 oj1
上1／3
］




言 1 25．00 125．00
ユ
25．0∩ 125．∩0 4 ∩．35 ∩」9
二1／3 1 33．33 2 66．67 3 ∩．35 0．17C－nh
中，／3 2 66．67 133．33 3 ∩．33 0．23
’1／3
2 25．00 2 25．00 2 25．OG 112．50 1 12．50 8 0．3｜ ∩コ4
計 3 21．43 4 28．57 2 14．29　　　　　3　2｜．43
］
7．14 1　7コ4 〕4 0．34 0．16
表4－2：小孔の大きさと位置（正中）
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5 3．65 1　0．73 1
0．74　　一
ヨ提註 一－’百：74 ｜37 0．56 0．18
1 1．61
一． 62 0．39 O．15
1 　一Z．66 151 0．31 0．15

























































































































































｝一　一」’　．一一P（－2⊥c6）　　　　　r1．一一一一 35 り．24 ∩．12
























































































数 0．15 0．25 0．35 0．45 0．55 0．65　　　　0．75位　　置
n 叱 n ％ n　　％ n　　％ n　％ n　％　In（％



























上1／311 330．00　14 40．り0 220．00 i　　　　　l 110．00　1





5（45．45）250．00 2（18．18） 3（27．27）250．00 1　9．08
計
12 8（32．00）250．00 9（36．00） 6（24．00）1
Q50．00
1　4．00 1　4．00
ン3 1 535．71 6 42．86 1　7．14 214．29











222．22 1 11．11 222．22　　444．44
1／3 1 3 100． 1
1／3 1 1 100
昔 1 215．38　1538．46 2τ5．38 430．77
上1／3　1 150．00 150．00
C 1／311 150．00 150．00
言 1 125．00 125．00 125．00 125．00
1／3 1 133．33 266．67





2 33．33 233．33 116．67）
150．00
計





位置 数 OJ5 0．25 0．35 0．45 0．55 0．65



























































0．75 0．85 　『－O．95 ｜．05 1．15 1．25
n 駕 n 男 n ％ n 駕 n　　傷 n ％










0．15 0．25 0．35　　　　0．45 0．55 0．65 0．75
位　　置 数
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1／3 2、50．り0 1 25．00 125．00 1　　　　　　　1　　　　　　　1lL
@C
1／3　1 116．67 116．57 1 16．67 1　1 16．67　　1 16．67
］
16．67





3　1 1 ｜00． 1 l　　　　　　　　　　　　　l
き　11 2 40．00 1 20．00 1　20．00　　　　　　　　　　　　　　1　　1（20舎00）
上1／3
1’ 1 20．00 2 40．00 1 20．00 120．00
C　中1／3 1 1 20．00 240．00 2 40．00
ーhh


































1上［ 中 下 n（ ％　、
1 ‘1 1 28（19．86）
11｛　1川　2 21 9（3（ 6，38）2，13）
計ト 40 28．37
1 8 5．67）
］ 2 2（ 1．42）




1 3 5（ 3，55）
1 5 1（ 0．71）
2 1 1（ 0，71）
2 2 1（ 0．71）
計 7n 49．65
1 1 1（ 0．71）
≡ 1 ∩．71
1 13（ 9．22
計 13 9．22
3 2．13
2 1（ 0，71）
言 4 2．84
2 1．42
筋中のものを中正中舌側孔，オトガイ舌骨筋棘下
縁からド顎底までにある孔をド正中舌側孔とし
た．
　棘上孔棘間孔や棘ド孔は類似の名称が肩甲骨
に存在するし，上後オトガイ孔や下後オトガイ孔
も位置をLE確に表わすには不適当と考えた．
　出現率：名称が違うと同様少しずつ調査部位が
異なるので正確に比較出来ないが，筆者等のF正
中舌側孔の多いのはド顎底まで含めたことで，二
腹筋窩の周囲で正中に小孔が沢山みられる為であ
る．また，中正中舌側孔は50％以ドである．この
孔に相当する英語名が少ないのはそのためかとも
考えられる．
　大きき：最大の孔についてShiller　and　Wis－
well5’ぱmedian　lingual　foramen　1．5　mm　in・
ferior　lingual　foramen　1．O　mmと記している．ま
た，嗣♂は棘・上二・」・子L1、15㎜，棘間・」・孔1．05
㎜と棘下小孔0．95mmとのべている．筆欝の
一L：1正三中酬子L1．25㎜，中止中酬吼0．85　mmや
ド⊥帥甜孔0．85㎜と雌しShiller　and
Wiswellの調査したTexas大学の標本にみられ
る孔がやや大きかった．ただ，人種，性や年齢に
松本歯学
ついての記載がないので人種差かどうか明らかで
ない．
　正中舌側孔以外の小孔：この論文は正中舌側孔
以外の小孔の位置と大きさについて詳細に調査し
た書　　　　　　　　　　　　　　　．．．　　　　一
　宝田他8｝は下顎棘の両側にある小孔について，
無いもの43％，両側にあるもの23％，左側のみ有
するもの16％，右側のみ有するもの19％と記載し
ている．また清水7）は芳棘小孔と名付けて，左側
30％，右側33％と記載している．筆者の調査では
右側73％，左側77％とかなり高率で数も2個が
26％，3個が8％で最高は6個も存在する．しか
し，位置が一定しないし，大きさも小さく，0．5mm
以上は6％と低率なので名称をつけるに価しない
と考えた．
　臨床的意義：正中舌側孔は舌下動脈や顎舌骨筋
神経が通る．
　Madeira，　et　al．4）は正中舌側孔に入る顎舌骨筋
神経を下顎骨の50％に認め，そのうち，最小限1
本の神経が切歯に入るとのべている．もし事実と
すればオトガイ孔の伝達麻酔は正中舌側孔を麻酔
しないかぎり，前歯の50％しか効果がない．
結 論
　インド人下顎骨ユ41例の正中舌側孔とオトガイ
部内面にみられる小孔を観察して，次の結果を得
た．
1．小孔の数はオトガイ部右側で1個が最も多く
35％，ついで無いものが27％，そして，2個が26％
である．最も多いのは6個であり，平均30個であ
る．左側もほぼ同様である。
　正中は2個が40％，3個が34％であるが，無い
ものは1．4％である．最も多いのは6個で，平均
2．48個である．
2．オトガイ部で最も多いのは正中で98．6％みら
れる．右側の中切歯下方が52％，そして右側の側
切歯下方が20％である．
3．オトガイ部正中の小孔は上％（上正中舌側孔）
に95％で最も多く，中％（中正中舌側孔）に40％，
また，下％（下正中舌側孔）に79％みられる．
4．小孔の大きさは右側では0．15mmが38％で最
も多く，次いで0．25㎜が36％である．最大は
0．75㎜で平均0．26㎜である．左側もほぼ同様
である．
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　5．右側は犬歯下方の孔が最も大きく，平均0．35
　mmであり，中切歯下方の孔が最も小さく，平均
024mdある
　6v上正中舌側孔は特に大きく最も多いのは0．65
　ンi
㎜で28％，次いで』0．55㎜が20％，最大は1。25
㎜で，平均0．56㎜である．
　　柾楯側孔は0．35㎜が26％，0．45㎜が
　24％である．最大は0．85mmで，平均0．39　mmで
　ある．
　　下正楯側孔は0．25㎜が30％，0．15㎜が
26％である．最大は0．85mmで，平均0．31㎜で
　ある．
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